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改訂出版によせて

一般社団法人 日本アーユルヴェーダ学会理事長　北西　剛

　インドアーユルヴェーダ医学は中国を経て、日本にもその一部が伝わり、古代のギリ
シャ、中世のアラビアを経て西進し、西洋の医学にもとりこまれている。したがって、西
洋の医学にも使用されている種々の薬物がインド起源であり、ススルタ・サムヒターに影
響を受けているというのが定説である。
　このたび改訂出版される『チャラカ本集 改訂版総論篇』は２ヵ国語（サンスクリット原
文のローマ字表記、日本語）に対訳された労作である。この『チャラカ本集』はアーユル
ヴェーダの３大古典のうち最古のものであり、哲学的にも、倫理的にも優れた内容に溢れ、
現代にも生き続けている貴重な世界の財産といってもよい。
　さて、日本におけるアーユルヴェーダ医学の歴史を遡って今般改訂出版される『チャラ
カ本集 改訂版総論篇』が長い歴史と学会関係者の努力の賜物であることを思い出していた
だきたい。
　日本においてはじめてインド医学が研究誌に登場するのが1921年（大正10年）泉芳環の
「印度の医方及び薬物 －ヘルンの図書の解説として－」、続いて1923年（大正12年）同氏の
「印度の古典に顕われたる医方及び薬物について」、根淵竹孫の「仏典より見たる古代印度
の医学思想」があり、宇井伯寿によって「チャラカ本集に於ける論理説」の論文が印度学仏
教学研究２巻に登場する。
　昭和に入って、大地原誠玄が訳した「国訳古代印度医典チャラカ本集」と「シュスルタ医
学」が発表され、1941年（昭和16年）にサンスクリット語からの大地原誠玄訳の『ススルタ本
集』が出版された。　　　　
　戦後になって印度医学が論文として登場するのが1961年（昭和36年）の善波周による「イ
ンド医学における科学と論理」になる。続いてインド伝統医学研究が始められたのは1967
年（昭和42年）前本学会理事長である幡井勉（東邦大学医学部教授）、丸山昌郎（日本民族医
学研究所）らによりインド伝承医学研究会が設立され、1968年（昭和43年）にインド伝承医
学研究調査視察団が丸山博（大阪大学医学部教授）、幡井勉、石原明等の９名が訪印しアー
ユルヴェーダ大学や研究所を歴訪した。その一年後の1969年（昭和44年）丸山博教授の大阪
大学にてアーユルヴェーダセミナーが初めて開講され、1970年（昭和45年）丸山博らの呼び
かけでアーユルヴェーダ研究準備会が発足し、アーユルヴェーダ研究会が有志約50名によ
り設立されたのに始まる（会長：丸山博）。　
　当時すでに日本の西欧医学偏重への反省をこめてアーユルヴェーダ医学が生命と健康の
科学として、食を中心に、実用的な学問として理解されはじめていた。時を同じくして日
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本医史学会の『ススルタ大医典』出版委員会が中心となり、千葉大学伊東弥恵治教授と鈴木
正夫教授により完成した『ススルタ大医典』Ⅰ～Ⅲ巻の刊行もアーユルヴェーダ医学の歴史
に残る偉業であろう。
　1975年（昭和50年）第１回日本アーユルヴェーダ研究会総会が大阪（会長：丸山博）におい
て開催され、研究会設立の目的もインド伝統医学アーユルヴェーダとその関連分野を研究
し、健康と医療の理想的なあり方、「いのち」の認識の深化とその普及につとめるというこ
とが掲げられた。
　1987年（昭和62年）には日本アーユルヴェーダ研究会にヨーガ療法の研究者等も参画する
ようになり、学術発表の範囲も大きく変遷し始めた。1989年（平成元年）にはNHKテレビ
にて「中国・インド伝承医学」が詳細に放映され、国民の間に大きく浸透した。1998年（平
成10年）第20回日本アーユルヴェーダ研究会総会（福井市　会長：山崎正）において、日本
アーユルヴェーダ学会（The Society of Ayurveda in Japan）と名称を研究会から学会に改めた。
　2008年（平成20年）記念すべき第30回日本アーユルヴェーダ学会総会が宝塚市において、
本邦初のインド国家認定アーユルヴェーダ医師である稲村晃江（イナムラ・ヒロエ・シャ
ルマ）会長により開催され、同時に会長の献身的な努力により日本アーユルヴェーダ研究
会誌全37巻より優れた論文を抜粋した論文集（第30回学会総会記念号）が発刊された。この
記念号は過去の日本におけるアーユルヴェーダ研究が収められた総ページ数464頁にも及
ぶ集大成である。
　このような歴史の中で、日本アーユルヴェーダ学会関係者らの大変な努力によって
『チャラカ本集　総論篇』の訳出が約10年をかけてすすめられ、2003年から2008年にかけて
「アーユルヴェーダ研究 別冊」として４回に分けて刊行された。そして2011年にこの４分
冊にさらに精査を加え、索引を付し、単行本として初版が出版された後、今般、改訂出版
のはこびとなったものである。
　改訂版となる本書は、第一段にサンスクリット原文のローマ字を載せ、第二段には日本
語訳を載せた大作である。多くの時間と会員の努力によって初めて成し得た労作であり、
その完成に日本アーユルヴェーダ学会会員を代表して拍手をお贈りしたい。
　目次内容を見てみると、薬剤に始まり、健康法、治療の基本事項、治療の準備、疾患の
種類、栄養と治療方針、飲食物に区分され、それぞれが基本事項の四章群として分けられ
詳しく丁寧に解説されている。結びとして２章があり、生気（生命）が宿る領域と心臓につ
ながる脈管群が述べられている。
　私にとって、大変に興味を引くのは、健康法に関する第５章から７章の食に関する内容
であり、準備に関する第13章と14章の油剤法と発汗法、汗は生体内に取り込まれた毒物を
排泄するためにも大変な役割を担っていることが最近明らかにされ、特に皮脂腺からの汗
が有害金属として知られている水銀、鉛、カドミューム、砒素などの排泄に役立っている。
いろんな発汗法について述べられているが、どの方法が一番皮脂腺からの汗排泄に有効か
検証できないものかと願っている。ここでは適切な浄化法をどのように選択するのかが解
説されている。さらに第16章の治療に優れた医者はどのような医者を指すかなどは現在に
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も通じることであり日頃の診療に活かしたい内容である。
　本チャラカ本集では多くの植物が登場するがその表記法にはサンスクリット名のカタカ
ナ表記なども併記されている。
　多くの困難を乗り越えて『チャラカ本集 改訂版総論篇』は完成したのであり、今日アー
ユルヴェーダ医学を学ぶ私達にとっても、またこれからアーユルヴェーダ医学を学ぶ人に
とっても、その本流に触れるために、本書が寄与するところ多大であることを信じている。
　ここに、長年にわたり翻訳等の作業にご尽力いただいた学会関係者の氏名を次に記して、
心からなる謝意を表しお礼申し上げたい。

翻訳協力者（敬称略、順不同）
　 稲村晃江（イナムラ・ヒロエ・シャルマ）、U.K.クリシュナ、中村知見、潮田妙子、仙
田伊津美、高峰靖子、土江正司、牧野博子、渡辺京子、　青山圭秀、上馬塲和夫、松
岡恭子、中川和也、長澤宏、木村慧心、佐藤真紀子、　野坂見智代、竹内裕司、（故）
H.S.シャルマ、（故）山内宥厳、（故）難波恒雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2024年6月　　　

　　　　　　　　　　　　　　（きたにし耳鼻咽喉科院長　北西 剛）
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第１章　「長寿を…」の章
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prathamo’dhyåya˙
CHAPTER 1

第1章
「長寿を…｣の章

athåto d¥rghañj¥vit¥yaµ adhyåyaµ vyåkhyåsyåma˙ ||［1］
iti ha småha bhagavånåtreya˙ ||［2］

それでは「長寿を…」の章を述べよう、と尊者アートレーヤが語り始めた。［1–2］

アーユルヴェーダの成立

バラドヴァージャ、アーユルヴェーダを学ぶためインドラ神の館へ赴く

d¥rghañj¥vitamanvicchanbharadvåjaµ upågamat |

indramugratapå budhvå ßaraˆyamamareßvaram ||［3］
brahmaˆå hi yathåproktamåyurvedaµ prajåpati˙ |

jagråha nikhilenådåvaßvinau tu punastata˙ ||［4］
aßvibhyåµ bhagavåñchakra˙ pratipede ha kevalam |

®∑iprokto bharadvåjastasmåcchakramupågamat   ||［5］

長寿を求めて、偉大な苦行者であるバラドヴァージャは神々の中の神であり救世主であ
るインドラ神の館へ行った。ブラフマー神が説いたアーユルヴェーダを、最初に受け継
いだのはプラジャーパティ神である。プラジャーパティ神からアシュヴィン双神へ、ア
シュヴィン双神からインドラ神［尊いシャクラ］へと、余すところなく伝授された。そういうわ
けで、聖仙たちから任命されたバラドヴァージャはインドラ神のところへ行ったのであ
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る。［4–5］

聖仙たち、会議を開く

vighnabhËtå yadå rogå˙ prådurbhËtå˙ ßar¥riˆåm |

tapopavåsådhyayanabrahmacaryavratåyu∑åm ||［6］
tadå bhËte∑vanukroßaµ purask®tya mahar∑aya˙ |

sametå˙ puˆyakarmåˆa˙ pårßve himavata˙ ßubhe ||［7］

人々の苦行［タパ］、断食［ウパヴァーサ］、学習［アディヤヤナ］、禁欲〈梵行〉［ブラフマチャリヤ］、宗教上
の遵守［ヴラタ（誓戒）］、長寿［アーユシャ（＝アーユス）］の達成に障害となるさまざまな病気が発生し
たとき、神聖で偉大な聖仙たちは生命あるものを思いやり、ヒマラヤ山の神聖な場所に集
まった。［6–7］

集結した聖仙たちの名前

a∫girå jamadagnißca vaßi∑†ha˙ kaßyapo bh®gu˙ |

åtreyo gautama˙ så∫khya˙ pulastyo nårado’sita˙ ||［8］
agastyo våmadevaßca mårkaˆ∂eyåßvalåyanau |

pårik∑irbhik∑uråtreyo bharadvåja˙ kapiñja(∑†ha)la˙ ||［9］
vißvåmitråßmarathyau ca bhårgavaßcyavano’bhijit |

gårgya˙ ßåˆ∂ilyakauˆ∂ilyau(nyau) vårk∑irdevalagålavau ||［10］

アンギラー、ジャマダグニ、ヴァシシュタ、カシュヤパ、ブリグ、アートレーヤ、ガウタ
マ、サーンキャ、プラスティヤ、ナーラダ、アシタ、アガスティヤ、ヴァーマデーヴァ、
マールカンデーヤ、アシュヴァラーヤナ、パーリクシ、遊行者のアートレーヤ、バラド
ヴァージャ、カピンジャラ、ヴィシュヴァーミトラ、アシュマラティヤ、バールガヴァ、
チャヴァナ、アビジト、ガールギャ、シャーンディリヤ、カウンディリヤ、ヴァールク
シ、デーヴァラ、ガーラヴァ、［8–10］

så∫k®tyo baijavåp¥ßca kußiko bådaråyaˆa˙ |

ba∂ißa˙ ßaralomå ca kåpyakåtyåyanåvubhau ||［11］
kå∫kåyana˙ kaikaßeyo dhaumyo mår¥cakåßyapau |

ßarkaråk∑o hiraˆyåk∑o lokåk∑a˙ pai∫gireva ca ||［12］
ßaunaka˙ ßåkuneyaßca maitreyo maimatåyani˙ |

vaikhånaså bålakhilyåstathå cånye mahar∑aya˙ ||［13］
brahmajñånasya nidhayo da(ya)masya niyamasya ca |
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tapasastejaså d¥ptå hËyamånå ivågnaya˙ ||［14］
sukhopavi∑†åste tatra puˆyåµ cakru˙ kathåmimåm |

サーンクリティヤ、バイジャヴァーピ、クシカ、バーダラーヤナ、バディシャ、シャラ
ローマン、カーピャとカーティヤーヤナ、カーンカーヤナ、カイカシェーヤ、ダウミ
ヤ、マーリーチャ、カーシュヤパ、シャルカラークシャ、ヒラニヤークシャ、ローカーク
シャ、パインギも、シャウナカ、シャークネーヤ、マイトレーヤ、マイマターヤニ、彼ら
に加えヴィカーナス派とヴァーラキリヤ派の聖仙たちや、その他の偉大な聖仙たちもい
た。彼らはすべて神聖な知識や自制（禁戒）や心の抑制（勧戒）を備えており、燃えさかる火
のように苦行の輝きに満ちていた。彼らは安らかに坐し、気高い討議を行った。［11–14］

討　論

dharmårthakåmamok∑åˆåµ årogyaµ mËlaµ uttamam ||［15］
rogåstasyåpahartåra˙ ßreyaso j¥vitasya ca |

prådurbhËto manu∑yåˆåmantaråyo mahånayam ||［16］
ka˙ syåtte∑åµ ßamopåya ityuktvå dhyånmåsthitåh |

atha te ßaraˆaµ ßakraµ dad®∑urdhyånacak∑u∑å ||［17］
sa vak∑yati ßamopåyaµ yathåvadamaraprabhu˙ |

健康は法〈徳〉［ダルマ］、実利〈目的〉［アルタ］、願望〈快楽〉［カーマ］、解脱［モークシャ］を実現するた
めの最良の基盤であるが、病気はこの基盤や幸福、そして人生そのものを破壊してしま
う。昨今、病気が生じ人類にとって最大の障害となっているが、病気の改善にはどんな方
法があるだろうか。そう言って、彼らは修行に入り瞑想した。そして、瞑想によりインド
ラ神が救いの神だと悟った。かの神々の中の神、不死身のインドラ神こそが、唯一さまざ
まな病気の正しい克服法を伝えてくれるだろうと悟った。［15–17］

ka˙ sahasråk∑abhavanaµ gacchet pra∑†uµ ßac¥patim ||［18］
ahamarthe niyujyeyamatreti prathamaµ vaca˙ |

bharadvåjo’brav¥ttasmåd®∑ibhi˙ sa niyojita˙ ||［19］

千の目をもつインドラ神の館へ行き、インドラ神［シャチーパティ］から学ぶ勇気のある者はだ
れか。この問い掛けに、「私にその役目を任せてください」と最初に口を開いたのがバラド
ヴァージャだったので、聖仙たちは彼を任命した。［18–19］
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バラドヴァージャ、インドラ神の面前で教えを請う

sa ßakrabhavanaµ gatvå surar∑igaˆamadhyagam |

dadarßa balahantåraµ d¥pyamånamivånalam ||［20］
so’bhigamya jayåß¥rbhirabhinandya sureßvaram |

provåca vinayåddh¥mån®s¥ˆåµ våkyamuttamam ||［21］
vyådhayo hi samutpannå˙ sarvapråˆibhaya∫karå˙ |

tadbrËhi me ßamopåyaµ yathåvadamaraprabho ||［22］

彼はインドラ神［シャクラ］の館に赴き、悪魔バラの征伐者であるインドラ神が神々しい聖仙
たちの中心に座り、炎の如く光り輝いているのを見た。賢明なバラドヴァージャはインド
ラ神の真正面に立ち、賞賛と勝利の祝辞を述べて恭

うやうや

しく礼拝し、聖仙たちの言葉をインド
ラ神に告げた。「不死身の神々の長

おさ

よ、すべての生き物に恐怖心を起こさせるさまざまな
病気が生じています。病気を改善する方法を私にお教えください。」［20–22］

インドラ神、バラドヴァージャにアーユルヴェーダを伝授する

tasmai provåca bhagavånåyurvedaµ ßatakratu˙ |

padairalpairmatiµ buddhvå vipulåµ paramar∑aye ||［23］
hetuli∫gau∑adhajñånaµ svasthåturaparåyaˆam |

trisËtraµ ßåßvataµ puˆyaµ bubudhe yaµ pitåmaha˙ ||［24］

それで偉大なインドラ神［シャタクラウトゥ］は、この聖仙が広大な知性と理解力を有する者だ
と見極め、彼に簡潔な言葉でアーユルヴェーダを伝授した。アーユルヴェーダは健康人に
も病人にも最上の道であり、病因論と症候論と治療論の３教典〈３原則〉［トリ・スートラ］を備
えた永遠不変の神聖な学問であり、ブラフマー神［ピター・マハ］（創造主）が最初に会得した
ものである。このアーユルヴェーダを、インドラ神はバラドヴァージャに伝授したのであ
る。［23–24］

so’nantapåraµ triskandhaµ åyurvedaµ mahåmati˙ |

yathåvadaciråt sarvaµ bubudhe tanmanå muni˙ ||［25］
tenåyuramitaµ lebhe bharadvåja˙ sukhånvitam |

®∑ibhyo’nadhikaµ tacca ßaßamsånavaße∑ayan ||［26］

偉大な理解力に恵まれた聖仙であるバラドヴァージャは一心不乱に集中し、３本柱〈３原
則〉［トリ・スカンダ］からなる終わりがないほど広大なアーユルヴェーダを、短期間で正確か
つ完璧に会得した。このことによってバラドヴァージャは果てしなく幸福な生命を得た。
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そして彼はアーユルヴェーダを、付け加えたり省略したりせず、そのまま聖仙たちに伝え
た。［25–26］

アーユルヴェーダ、地上へ伝授される

®∑ayaßca bharadvåjåjjag®hustaµ prajåhitam |

d¥rghamåyußcik¥r∑anto vedaµ vardhanaµ åyu∑a˙ ||［27］
mahar∑ayaste dad®∑uryathåvajjñånacak∑u∑å |

såmånyamca viße∑aµ ca guˆån dravyåˆi karma ca ||［28］
samavåyaµ ca tajjñåtvå tantroktaµ vidhiµ åsthitå˙ |

lebhire pramaµ ßarma j¥vitaµ cåpyanitvaram ||［29］

長寿を望む聖仙たちもまた、バラドヴァージャから有益で寿命を長くする神聖なヴェー
ダの知識を伝授された。すべての偉大な聖仙たちはさらに、サーマーニャ（類似）、ヴィ
シェーシャ（相違）、グナ（属性）、ドラヴィヤ（物質）、カルマ（作用）、サマヴァーヤ（分離
不可能な結合）に関する知識を正確に理解した。こうして、彼らはその教本の教義に忠実
に従い、無上の幸福と不朽の寿命を実現した。［27–29］

アートレーヤ（プナルヴァス）の６人の弟子

atha maitr¥para˙ puˆyamåyurvedaµ punarvasu˙ |

ßi∑yebhyo dattavån ∑a∂bhya˙ sarvabhËtånukampayå ||［30］
agniveßaßca bhel(∂)aßca jatËkarˆa˙ paråßara˙ |

hår¥ta˙ k∑årapåˆißca jag®hustanmunervaca˙ ||［31］

さて、プナルヴァスは親切心から、すべての生命あるものにたいする思いやりをもって、
神聖なアーユルヴェーダを６人の弟子に伝授した。つまりアグニヴェーシャ、ベーラ、
ジャトゥーカルナ、パラーシャラ、ハーリータ、クシャーラパーニが、聖仙プナルヴァス
から神聖な教えの言葉を授かった。［30–31］

アグニヴェーシャ、最初に教本を著わす

buddherviße∑astatrås¥nnopadeßåntaraµ mune˙ |

tantrasya kartå prathamamagniveßo yato’bhavat ||［32］
atha bhelådayaßcakru˙ svaµ svaµ tantraµ, k®tåni ca |

ßråvayåmåsuråtreyaµ sar∑isa∫ghaµ sumedhasa˙ ||［33］
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アグニヴェーシャがアーユルヴェーダ教本を最初に著したのは、彼に非凡な才能があった
からで、聖仙の教え方に差異があったからではない。その後、ベーラたちもそれぞれ自分
の教本を著わした。知性に溢れた彼ら全員が、聖仙の集団の中に座っていたアートレーヤ
の前で自分の著作を発表した。［32–33］

６人の弟子の教本、大聖仙を喜ばせる

ßrutvå sËtraˆamarthånåm®∑aya˙ puˆyakarmaˆåm |

yathåvatsËtritamiti prah®∑†åste’numenire ||［34］
sarva evåstuvanstånßca sarvabhËtahitai∑iˆa˙ |

sådhu bhËte∑vanukroßa ityuccairabruvan samam ||［35］
taµ puˆyaµ ßu∑ruvu˙ ßabdaµ divi devar∑aya˙ sthitå˙ |

såmarå˙ paramar∑¥ˆåµ ßrutvå mumudire param ||［36］
aho sådhviti nirgho∑o lokånstr¥nanvavådayat |

nabhasi snigdhagambh¥ro har∑ådbhËtairud¥rita˙ ||［37］

聖仙たちはそれぞれの著作の内容が慈悲に満ちているのを聞いて非常に満足し、すべて正
確に編纂されていると高く評価した。聖仙たち全員がすべての生命あるものの愛護者であ
る６人の弟子を褒めたたえ、「生命あるものに大きな恩恵をもたらした」と大声で言い放っ
た。偉大な聖仙たちから発せられたこの声高で気高い言葉は、天界に住む聖仙たちや神々
の耳にも届き、彼らは非常に喜んだ。喜びとともに空に発せられた「素晴らしい」という深
く慈愛のこもった声が、三世界（天・地・空）［トリ・ローカ］に鳴り響いた。［34–37］

ßivo våyurvavau sarvå bhåbhirunm¥litå dißa˙ |

nipetu˙ sajalåßcaiva divyå˙ kusumav®∑†aya˙ ||［38］
athågniveßapramukhån vivi∑urjñånadevatå˙ |

buddhi˙ siddhi˙ sm®tirmedhå dh®ti˙ k¥rti˙ k∑amå dayå ||［39］
tåni cånumatånye∑åµ tantråˆi paramar∑ibhi˙ |

bha(bhå)våya bhËtasa∫ghånåµ prati∑†håµ bhuvi lebhire ||［40］

心地よい風が吹きはじめ、すべての方角が光で満たされ、聖なる花吹雪と雨が降って
きた。そして、知識［ジュニャーナ］、理性［ブッディ］、成功［シッディ］、記憶力［スムリティ］、記銘
力［メーダー］、決意［ドリティ］、名声［キールティ］、忍耐［クシャマー］、慈悲［ダヤー］の女神がアグニ
ヴェーシャたちの身体の中へ入っていった。このようにして、偉大な聖仙たちに承認され
た彼らの教本は、生命あるものの繁栄のため、全世界の強力な基礎として確立されたので
ある。［38–40］
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生命とアーユルヴェーダについて

アーユルヴェーダの定義

hitåhitaµ sukhaµ duhkhamåyustasya hitåhitam |

månaµ ca tacca yatroktamåyurveda˙ sa ucyate ||［41］

アーユルヴェーダは、有益な人生、有害な人生、幸福な人生、不幸な人生、寿命をより良
くするものと悪化させるもの、寿命の長さ、そして生命の本質を取り扱う。［41］

生命［アーユス］の定義と別名

ßar¥rendriyasattvåtmasaµyogo dhåri j¥vitam |

nityagaßcånubandhaßca paryåyairåyurucyate ||［42］

「アーユス」とは、身体［シャリーラ］、感覚器官〈感覚機能〉［インドリヤ］、精神［サットヴァ］、我［アー
トマン］が結合したものを指す。また、「アーユス」には「ダーリ（支えるもの）」、「ジーヴィタ
（生命あるもの）」、「ニティヤガ（流転するもの）」、「アヌバンダ（つなぐもの）」

注1

という別名
がある。［42］

注１	 現世と来世を“つなぐもの”。

アーユルヴェーダは神聖な学問

tasyåyu∑a˙ puˆyatamo vedo vedavidåµ mata˙ |

vak∑yate yanmanu∑yåˆåµ lokayorubhayorhitam ||［43］

ヴェーダ
注１

学者たちは、このアーユス（生命）のヴェーダ（科学〈知識〉）であるアーユルヴェー
ダを最も神聖なものとみなしている。アーユルヴェーダは人間にとって二世界（天・地）で
有益であるといわれている。［43］

注１	 古代インドのバラモン教の聖典の総称である。元来は知識一般を指す用語。
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世界を構成する６つの原理

類似の原則［サーマーニャ］と相違の原則［ヴィシェーシャ］

sarvadå sarvabhåvånåµ såmånyaµ v®ddhikåraˆam |

hråsaheturviße∑aßca, prav®ttirubhayasya tu ||［44］
såmånyamekatvakaraµ, viße∑astu p®thaktvak®t |

tulyårthatå hi såmånyaµ, viße∑astu viparyaya˙ ||［45］

物質の類似［サーマーニャ］は常に増大を引き起こし、相違［ヴィシェーシャ］は減少を引き起こす。
増加と減少は、それぞれ類似しているものどうし、相違しているものどうしを付加するこ
とにより生じる。類似が同一化をもたらすのにたいして、相違は多様化をもたらす。言
い換えると、類似は類似の効果〈作用〉を促すのにたいして、相違は相違の効果〈作用〉を
促す。［44–45］

アーユルヴェーダの主題

sattvamåtmå ßar¥raµ ca trayametattridaˆ∂avat |

lokasti∑†hati samyogåttatra sarvaµ prati∑†hitam ||［46］
sa pumåµßcetanaµ tacca taccådhikaraˆaµ sm®tam |

vedasyåsya, tadarthaµ hi vedo’yaµ saµprakåßita˙ ||［47］

精神［サットヴァ］・我［アートマン］・身体［シャリーラ］ — この三本柱が一体となって生命界を支え
ている。この三位一体の生命体がプルシャ［プマーンス］（人間）であり、意識を有するもので
あり、アーユルヴェーダの主題である。アーユルヴェーダは、人間のためだけに明るみに
出されたのである。［46–47］

９種の物質（世界の成因）：生物と無生物

khåd¥nyåtmå mana˙ kålo dißaßca dravyasaµgraha˙ |

sendriyaµ cetanaµ dravyaµ, nirindriyamacetanam ||［48］

アーカーシャ（空元素）、ヴァーユ（風元素）、テージャス（火元素）、アプ（水元素）、プリ
ティヴィー（地元素）、我［アートマン］、精神〈思考機能〉［マナス］、時間［カーラ］、方角［ディシャ］が
物質の総体［ドラヴィヤ・サングラハ］（宇宙の成因）である。感覚器官〈感覚機能〉［インドリヤ］をも
つ物質［ドラヴィヤ］が生物［チェータナ］であり、感覚器官〈感覚機能〉をもたない物質が無生物［ア
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チェータナ］である。［48］

属性［グナ］と作用［カルマ］

sårthå gurvådayo buddhi˙ prayatnåntå˙ parådaya˙ |

guˆå˙ proktå˙ prayatnådi karma ce∑†itamucyate ||［49］

感覚器官〈感覚機能〉の対象〈シャブダ（音）、スパルシャ（触）、ルーパ（色）、ラサ（味）、ガ
ンダ（香）〉、グル（重性）ではじまる性質

（Ａ）
［グル・アーダヤ］、知性［ブッディ］、プラヤトナ（努力）で

終わる性質
（B）
［プラヤトナ・アンター］、パラ（優性）ではじまる性質

（C）
［パラ・アーダヤ］を、グナ（属性）と

呼ぶ。力が加わることにより起こる動作をカルマ（作用）と呼ぶ。［49］
（A）　重性 — 軽性［グル — ラグ］、冷性 — 温性［シータ — ウシュナ］、油性 — 乾性［スニグダ — ルーク

シャ］、緩慢性 — 鋭性［マンダ — ティークシャナ］、停滞性 — 移動性［スティラ — サラ］、柔性 — 

硬性［ムリドゥ — カティナ］、清澄性 — 粘液性［ヴィシャダ — ピッチラ］、滑性 — 粗性［シュラクシュ

ナ — カラ］、微細性 — 粗大性［スークシュマ — ストゥーラ、固形性 — 流動性［サーンドラ — ドラヴァ］。

（20の属性）.

（B）　欲求［イッチャー］、嫌悪［ドヴェーシャ］、快感［スカ］、不快感［ドゥカ］、意思的努力［プラヤトナ］ 

（５つの属性）.

（C）　優性［パラ］、劣性［アパラ］、適用［ユクティ－］、数［サンキヤー］、結合［サンヨーガ］、分離［ヴィバー

ガ］、個別性［プリタクトヴァ］、測量［パリマーナ］、加工［サンスカーラ］、反復［アビヤーサ］（10の属

性、パラーディ・グナ）

備考　第26章29–35節参照。

分離不可能な結合［サマヴァーヤ］の定義

samavåyo’p®thagbhåvo bhËmyåd¥nåµ guˆairmata˙ |

sa nityo yatra hi dravyaµ na tatråniyato guˆa˙ ||［50］

プリティヴィー（地元素）などの物質は、それぞれのグナ（属性）と分離して存在し得ない。
これを、サマヴァーヤ（分離不可能な結合）という。これは永遠の真実である。なぜなら、
属性のない物質はあり得ないからである。［50］

物質［ドラヴィヤ］の定義

yatråßritå˙ karmaguˆå˙ kåraˆaµ samavåyi yat |

taddravyaµ
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そこに作用と属性が依拠していて、それが分離不可能な結合［サマヴァーヤ］の原因［カーラナ］に
なっているものがドラヴィヤ（薬物を含む物質）である。

属性［グナ］の定義

samavåy¥ tu nißce∑†a˙ kåraˆaµ guˆa˙ ||［51］

グナ（属性）は物質に分離不可能な状態で結合していて作用を欠いている。分離不可能な結
合が作用を欠いていることの原因である。［51］

作用［カルマ］の定義

saµyoge ca vibhåge ca kåraˆaµ dravyamåßritam |

kartavyasya kriyå karma karma nånyadapek∑yate ||［52］
ityuktaµ kåraˆaµ

結合［サンヨーガ］と分離［ヴィバーガ］の原因であり、物質に依拠し、成されるべきことを遂行す
るのがカルマ（作用）である。カルマ（作用）はそれ以外の何ものも必要としない。
以上、原因〈世界を構成する６つの範疇〉［カーラナ］について述べた。［52］

病気と健康

アーユルヴェーダの目的

kåryaµ dhåtusåmyaµ ihocyate | 

dhåtusåmyakriyå coktå tantrasyåsya prayojanam ||［53］

さて、つぎに結果［カーリヤ］であるダートゥ・サーミヤ（生命を維持し養う要素［ダートゥ］の平
衡状態［サーミャ］）について検討しよう。なぜなら、この教本の目的はダートゥ・サーミヤ
の達成だからである。［53］

病気の３種の原因

kålabudh¥ndriyårthånåµ yogo mithyå na cåti ca |

dvayåßrayåˆåµ vyådh¥nåµ trividho hetusaµgraha˙ ||［54］
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精神と身体の２種の病気の原因は、時［カーラ］、理性［ブッディ］、感覚対象［インドリヤ・アルタ］の
３種との、それぞれ過誤、過小、過度の３種の接触の仕方をすることである。［54］

病気発生の２つの場と健康の原因

ßar¥raµ sattvasaµjñaµ ca vyådh¥nåmåßrayo mata˙ |

tathå sukhånåµ yogastu sukhånåµ kåraˆaµ sama˙ ||［55］

身体と精神の両者は、健康〈快適な状態〉［スカ］と同様に病気を生じる場でもあると考えら
れている。身体と精神が互いに調和よく作用しあうことが、健康の基盤［カーラナ］である。
［55］

我［アートマン］の定義

nirvikåra˙ parastvåtmå sattvabhËtaguˆendriyai˙ |

caitanye kåraˆaµ nityo dra∑†å paßyati hi kriyå˙ ||［56］

最高我［パラ・アートマン］は、不変であり、超微細であり、精神［サットヴァ］と元素［ブータ］の属性
と感覚器官〈感覚機能〉［インドリヤ］とを連結して生命を起こさせる源である。最高我は永遠
であり、すべての行為を見ている。

（A）　ブータ［元素］は５つある。プリティヴィー［地］、アプ［水］、テージャス［火］、ヴァーユ［風］

とアーカーシャ［空］。その属性はそれぞれガンダ［香］、ラサ［味］、ルーパ［色］、スパルシャ

［触］、シャブダ［音］である。［56］

身体的ドーシャと精神的ドーシャ

３種の身体的ドーシャと２種の精神的ドーシャ

våyu˙ pittaµ kaphaßcokta˙ ßår¥ro do∑asaµgraha˙ |

månasa˙ punaruddi∑†o rajaßca tama eva ca ||［57］

手短かに言うと、ヴァータ
注1

とピッタとカパは身体的ドーシャであり、ラジャスとタマスは
精神的ドーシャである。［57］

（Ａ）　ドーシャとは生理学的機能を起こす要因であるが、病気を引き起こすものとしても知られて

いる。
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注1	 原文、英文ともにvåyuであるが、便宜上、身体的ドーシャを指す場合は「ヴァータ」、五大

元素のひとつを指す場合は、「ヴァーユ」とする。ヴァータ、ヴァーユともに「風」を意味す

る。他に「アニラ」、「マールタ」「パヴァナ」などの同義語がある。

ドーシャの鎮静法

praßåmyatyau∑adhai˙ pËrvo daivayuktivyapå∑rayai˙ |

månaso jñånavijñånadhairyasm®tisamådhibhi˙ ||［58］

前述の身体的ドーシャは、信仰療法および合理的療法によって鎮静されるが、精神的ドー
シャは真理、専門的知識、堅忍、神を想起すること［スムリティ］、瞑想［サマーディ］によって治
療される。［58］

ヴァータ、ピッタ、カパの属性と鎮静法

rËk∑a˙ ß¥to laghu˙ sËk∑maßcalo’ tha vißada˙ khara˙ |

vipar¥taguˆairdravyairmåruta˙ sampraßåmyati ||［59］
sasnehamu∑ˆaµ t¥k∑ˆaµ ca dravaµ amlaµ saraµ ka†u |

vipar¥taguˆai˙ pittaµ dravyairåßu praßåmyati ||［60］
guruß¥tam®dusnigdhamadhurasthirapicchilå˙ |

ßle∑maˆa˙ praßamaµ yånti vipar¥taguˆairguˆå˙ ||［61］

ヴァータは乾性、冷性、軽性、微細性、移動性、清澄性、粗性という属性をもつので、逆
の属性をもつ薬物によって即座に鎮静される。
ピッタの属性は軽度の油性、温性、鋭性、流動性、酸味、移動性、辛味なので、逆の属性
をもつ薬物や物質によって即座に鎮静される。
カパの属性は重性、冷性、柔性、油性、甘味、停滞性、粘液性なので、逆の属性をもつ薬
物や物質によって鎮静される。［59–61］

治療可能な病気と不治の病の対処法

vipar¥taguˆairdeßamåtråkalopapåditai˙ |

bhe∑ajairvinivartante vikårå˙ sådhyasammatå˙ ||［62］
sådhanaµ na tvasådhyånåµ vyådh¥nåmupadek∑yate |

bhËyaßcåto yathådravyaµ guˆakarmåˆivak∑yate ||［63］

治療可能な病気は、反対の属性をもつ薬物を場所と服用量と時間を慎重に考慮して処方す
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ることにより回復できる。不治の病の処置については本章では言及しない。
ついで、薬物の属性［グナ］と作用［カルマ］について詳細に説明しよう。［62–63］

味［ラサ］の定義と組成

味［ラサ］の定義と五大元素［マハーブータ］

rasanårtho rasastasya dravyamåpa˙ k∑itistathå |

nirv®ttau ca viße∑e ca pratyayå˙ khådayastraya˙ ||［64］

ラサ（味）はラサナー（味覚の感覚器官である舌）の対象である。味の原因物質はアプ（水元
素）とプリティヴィー（地元素）である。アーカーシャ（空元素）、ヴァーユ（風元素）、テー
ジャス（火元素）の３種は、甘味などの味を出現させ識別するための要素である。［64］

味［ラサ］の種類

svåduramlo’ tha lavaˆa˙ ka†ukastikta eva ca |

ka∑åyaßceti ∑a†ko’yaµ rasånaµ saµgraha˙ sm®ta˙ ||［65］

甘味、酸味、塩味、辛味、苦味、渋味が味の６個１組［シャトカ］（六味）である。［65］

ドーシャを増減させる味

svådvamlalavaˆå våyuµ, ka∑åyasvådutiktakå˙ |

jayanti pittam, ßle∑måˆaµ ka∑åyaka†utiktakå˙ ||［66］
(ka†vamlalavaˆå˙ pittaµ, svådvamlalavaˆå˙ kapham |

ka†utiktaka∑åyåßca kopayanti sam¥raˆam［1］)

六味のうち甘味・酸味・塩味はヴァータを鎮静し、渋味・甘味・苦味はピッタを鎮静し、
渋味・辛味・苦味はカパを鎮静する。［66］
（辛味・酸味・塩味はピッタを増悪させ、甘味・酸味・塩味はカパを増悪させ、辛味・苦
味．渋味はヴァータを増悪させる。［1］）
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物質の分類

効能による薬物の分類

kiñciddo∑apraßamanaµ kiñciddhåtupradË∑aˆam |

svasthav®ttau mataµ kiñcittrividhaµ dravyamucyate ||［67］

薬物［ドラヴィヤ］は３種類に分類できる。（1）ドーシャを鎮静させるもの、（2）ダートゥ（身
体構成要素）に悪影響を与えるもの、（3）健康を維持するために摂取するもの、である。
［67］

起源による薬物の分類

tat punastrividhaµ proktaµ jå∫gamaubhidapårthivam |

薬物［ドラヴイヤ］は起源別に３種類に分類できる。(1)動物起源、(2)土壌起源、(3)植物起源。

動物起源の薬物

madhËni goraså˙ pittaµ vaså majjå’s®gåmi∑am ||［68］
viˆmËtracarmareto’sthisnåyuß®∫ganakhå˙ khurå˙ |

ja∫gamebhya˙ prayujyante keßå lomåni rocanå˙ ||［69］

蜂蜜、乳、乳製品、胆汁、筋肉脂肪（獣脂）［ヴァサー］、骨髄、血液、肉、便、尿、皮革、精
液、骨、靭帯［スナーユ］、角、爪、ひづめ、産毛を含む体毛、牛などの胆汁の凝固物［ローチャ
ナー］が動物起源の薬物として用いられる。［68–69］

土壌起源の薬物

suvarˆaµ samalå˙ pañca lohå˙ sasikatå˙ sudhå |

mana˙ßilåle maˆayo lavaˆaµ gairikåñjane ||［70］
bhaumamau∑adhamuddi∑†am-

金［スヴァルナ］、鉱石類（鉄くず、瀝
れきせい

青 )、５種類の金属
注１
［パンチャ・ローハ］、砂［シカター］、石灰［ス

ダー］、鶏冠石（四硫化ヒ素）［マナハシラー］、石黄（三硫化ヒ素）［アーラ］、宝石類［マニ］、塩［ラヴァ
ナ］、紅土［ガイリカ］、輝安鉱（硫化アンチモン）［アンジャナ］ — これが土壌より得られる薬物［ア
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ウシャダ］である。［70］
注１ ５種類の金属とは銀、銅、鉄、鉛、錫。

植物起源の薬物：植物の４分類と使用部分

-audbhidaµ tu caturvidham |

vanaspatistathå v¥rudvånaspatyastathau∑adhi˙ ||［71］
phalairvanaspati˙ pu∑pairvånaspatya˙ phalairapi |

o∑adhya˙ phalapåkåntå˙ pratånairv¥rudha˙ sm®tå˙ ||［72］
mËlatvaksåraniryåsanål (∂) asvarasapallavå˙ |

k∑årå˙ k∑¥raµ phalaµ pu∑paµ bhasma tailåni kaˆ†akå˙ ||［73］
patråˆi ßu∫gå˙ kandåßca prarohåßcaudbhido gaˆa˙ |

植物起源の薬物は４種類に分類される。（1）ヴァナスパティ（実の植物）、（2）ヴィール
ドゥ（つる性植物）、（3）ヴァーナスパティヤ（花と実の植物）、（4）オーシャディ（一年生
植物）である。
（1）「実の植物」は実で知られる植物で、（3）「花と実の植物」は花と実で知られる植物で、
（4）「一年生植物」は実り熟した後に枯れる植物で、（2）「つる性植物」はつるがのび拡がる
植物である。植物の使用部位は、根、樹皮、木髄、樹脂、茎、搾り汁、若葉、アルカリ
（腐食性の灰汁）［クシャーラ］、乳液、果実、花、灰［バスマ］、油、とげ、葉、葉芽、根茎、新
芽である。［71–73］

主な薬物

mËlinya˙ ∑o∂aßaikonå˙ phalinyo vimßati˙ sm®tå˙ ||［74］
mahåsnehåßca catvåra˙ pañcaiva lavaˆåni ca |

a∑†au mËtråˆi saµ{∫}khyåtånya∑†åveva payåµsi ca ||［75］
ßodhanårthåßca ∑a∂ v®k∑å˙ punarvasunidarßitå˙ |

ya etån vetti saµyoktuµ vikåre∑u sa vedavit ||［76］

有用な根を有する植物は16種類あり、有用な果実を有する植物は19種類、主要な油脂類
［マハースネーハ］は４種類、塩は５種類、尿は８種類あり、乳も８種類あるが、さらにプナル
ヴァスは浄化療法に有効な樹木が６種類あることを付け加えた。病人にたいしてこれらを
適切に処方する術を知っている者が、真にアーユルヴェーダを知る者である。［74–76］
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16種の根が有用な薬用植物の名称と作用

hastidant¥ haimavat¥ ßyåmå triv®dadhogu∂å |

saptalå ßvetanåmå ca pratykßreˆ¥ gavåk∑yapi ||［77］
jyoti∑mat¥ ca bimb¥ ca ßaˆapu∑p¥ vi∑åˆikå |

ajagandhå dravant¥ ca k∑¥riˆ¥ cåtra ∑o∂aß¥ ||［78］
ßaˆapu∑pi ca bimb¥ ca chardane haimavatyapi |

ßvetå jyoti∑mat¥ caiva yojyå ß¥r∑avirecane ||［79］
ekådaßåvaßi∑†å yå˙ prayojyåstå virecane |

ityuktå nåmakarmabhyåµ mËlinya˙,

16種の根が有用な薬用植物とは、ハスティダンティー［トウダイグサ科クロトン・オブロンギフォリ
ウス］、ハイマヴァティー［アヤメ科ハナショウブ＊］、シュヤーマー［ヒルガオ科フウセンアサガオの黒花
種］、トリヴリト［フウセンアサガオ］、アドーグダー［トウダイグサ科ユーフォルビア・アカウリス＊］、サ
プタラー［トウダイグサ科ユーフォルビア・ピロサ＊］、シュヴェータナーマー［マメ科チョウマメの白花
種］、ダンティー［pratyakßrenīトウダイグサ科ヤトロパ・モンタナ］、ガヴァークシー［ウリ科コロシントウ
リ］、ジョーティシュマティー［ニシキギ科ヒマラヤツルウメモドキ］、ビンビー［ウリ科ヤサイカラスウ
リ］、シャナプシュピー［マメ科サンヘンプ］、ヴィシャーニカー＊、アジャガンダー［シソ科セル
ピウムソウ（英名クリーピング・タイム）＊］、ドラヴァンティー［トウダイグサ科ヤトロパ・グランドゥリフェラ（英
名フィジック・ナッツ）］そしてクシーリニー＊である。この16種のうちシャナプシュピー、ビ
ンビー、ハイマヴァティーは催吐法（嘔吐誘発）［チャルダナ］

注1
に、シュヴェターとジョーティ

シュマティーは経鼻頭部浄化法［シールシャ・ヴィレーチャナ］
注2
に有用である。残り11種は催下法

（瀉下）［ヴィレーチャナ］
注3
に用いられる。以上、有用な根を有する薬用植物の名称と作用を述べ

た。［77–79］
注１	 催吐薬を用いて吐かせる浄化治療法。５種の浄化療法［パンチャカルマ］のひとつ。「ヴァマナ」

が一般的用語。

注２	 鼻腔から薬剤を注入し、頭部の浄化を計る治療法。「シローヴィレーチャナ（シラス・ヴィ

レーチャナ）」が一般的用語。他に「ナスヤ」、「ナスタ」、「ナーヴァナ」の用語がある。

注３	 瀉下薬（下剤）を用いて利通させる浄化治療法。この療法に用いる下剤を「催下剤」とよぶこと

にする。

備考　５種の浄化療法［パンチャカルマ］とはつぎの５つの療法を指す。

　　　１ .  経鼻頭部浄化法［シローヴィレーチャナまたはナスヤ］　２ .  催吐法〈嘔吐誘発〉［ヴァマナ］　３ .  

催下法（瀉下）［ヴィレーチャナ］　４ .  煎剤経腸法（浣腸）［アースターパナまたはニルーハ・バスティ］

５ .  油剤経腸法（浣腸）［アヌヴァーサナ・バスティ］
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19種の果実が有用な薬用植物の名称と作用

phalin¥˙ ß®ˆu ||［80］
ßa∫khinyatha vi∂a∫gåni trpu∑aµ madanåni ca |

∂håmårgavamathek∑våku j¥mËtaµ k®tavedhanam |

ånËpaµ sthalajaµ caiva kl¥takaµ dvividhaµ sm®tam ||［81］
prak¥ryå codak¥ryå ca pratyakpu∑på tathå’bhayå |

anta˙ko†arapu∑p¥ ca hastiparˆyåßca ßåradam ||［82］
kampillakåragvadhayo˙ phalaµ yat ku†ajasya ca |

dhåmårgavamathek∑våku j¥mËtaµ k®tavedhanam ||［83］
madanaµ ku†ajaµ caiva trapu∑aµ hastiparˆin¥ |

etåni vamane caiva yojyånyåsthåpane∑u ca ||［84］
nasta˙ pracchardane caiva pratyakpu∑p¥ vidh¥yate |

daßa yånyavaßi∑†åni tånyuktåni virecane ||［85］
nåmakarmabhiruktåni phalånyekonavimßati˙ |

つぎに果実が有用な薬用植物を挙げるので聞きなさい。シャンキニー［ウリ科クテノレプシス・
ケラシフォルミス＊］、ヴィダンガ［ヤブコウジ科エンべリア］、トラプシャ［ウリ科キュウリ］、マダナ［アカ
ネ科ハリザクロ］、ダーマールガヴァ［ウリ科ヘチマ］、イクシュヴァーク［ユウガオ］、ジームータ［ウ
リ科ルファ・エチナタ（ヘチマの１種）、クリタヴェーダナ［ウリ科トカドヘチマ］、水生と陸生の２種類のクリー
タカ［スペインカンゾウ＊］、プラキールヤー＊、ウダキールヤー［マメ科クロヨナ＊］、アパーマール
ガ［pratyakpu∑påヒユ科アラデイノコズチ］、ハリータキー［abhayåシクンシ科ミロバランノキ］、アンタハコー
タラプシュピー［ヒルガオ科オオバアサガオ属の１種＊］、ハスティパルニー［ウリ科キュウリの変種＊］、
カンピッラカ［トウダイグサ科クスノハカシワ］の果実、アーラグヴァダ［マメ科ナンバンサイカチ］、クタ
ジャ［キョウチクトウ科セイロンライティア（英名コネッシ）］。
この19種のうちダーマールガヴァ、イクシュヴァーク、ジームータ、クリタヴェーダナ、
マダナ、クタジャ 、トラプシャ、ハスティパルニーの８種は催吐法（嘔吐誘発）［ヴァマナ］や
アースターパナ・バスティ（煎剤経腸法

注1

）に用いられる。アパーマールガは経鼻頭部浄化
法［ナスタ］に用いられる。残りの10種は催下法（瀉下）に用いられる。以上、19種の有用な果
実を有する薬用植物の名称と作用を述べた。［80–85］

注１	 アースターパナあるいはニルーハと呼ばれる浣腸で用いられる薬剤は、煎じ液に油剤を加え

たものである。なお、パンチャカルマにおける浣腸療法を、一般的な浣腸と区別して「経腸

法」とした。

４種の主要な油脂の名称と作用

sarpistailaµ vaså majjå sneho di∑†aßcaturvidha˙ ||［86］
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pånåbhyañjanabastyarthaµ nasyårthaµ caiva yogata˙ |

snehanå j¥vanå varˆyå balopacayavardhanå˙ ||［87］
snehå hyete ca vihitå våtapittakaphåpahå˙ |

主要な油脂類［マハースネーハ］は、ギー
注１

（バターオイル）［サルピス］、油［タイラ］、獣脂［ヴァサー］、
骨髄脂肪（髄脂）［マッジャー

注２
］の４種であり、それぞれ服用、オイルマッサージ［アビヤンジャナ

注３
］、

経腸法〈浣腸〉剤［バスティ］、経鼻法〈点鼻〉［ナスヤ］として用いられる。これらの油脂類は、油
性、活力、色つや、体力、発育を増進させ、さらに増大したヴァータ、ピッタ、カパを抑
制する。［86–87］

注１ 「インドで常用されている精製バター。英語のバターオイルにあたる。……その製法はヒツ

ジ、ヤギ、ウシ、スイギュウ、ヤクなどの発酵乳の粗製バターをとろ火で溶解し、水分と微

量のタンパク質を除去して、透明なバターオイルの部分をすくい取る。……中国唐代の乳製

品の「醍醐（だいご）」が、それにあたることもほぼ定説化しつつある」（『Super Niponica 2001』

小学館）。なお、インドでは、単に「ギー」というときは、牛のギーを指す。また、発酵乳（ダ

ヒ）からギーを分離した後の残りの液体をバターミルク（ラッシー）という。サルピスの異名

はグリタ。

注２　マッジャーは骨髄のこと。油剤の１種として扱われるときは、骨髄内の脂肪成分を指すと思

われるので、略して「髄脂」とする。

注３ アビヤンガと同義。身体に油剤を塗擦すること。

５種の塩の名称と作用

sauvarcalaµ saindhavaµ ca vi∂amaudbhidameva ca ||［88］
såmudreˆa sahaitåni pañca syurlavaˆåni ca |

snigdhånyu∑ˆåni t¥k∑ˆåni d¥pan¥yatamåni ca ||［89］
ålepanårthe yujyante snehasvedavidhau tathå |

adhobhågordvabhåge∑u nirËhe∑vanuvåsane ||［90］
abhyañjane bhojanårthe ßirasaßca virecane |

ßastrakarmaˆi vartyarthamañjanotsådane∑u ca ||［91］
aj¥rˆånåhayorvåte gulme ßËle tathodare |

uktåni lavaˆåni―

スヴァルチャラ*などの植物から採取したサウヴァルチャラー塩、サインダヴァ塩（岩
塩）、尿から採取したヴィダ塩、土から採取したアウドビダ塩そして海水から採取した
サームドラ塩が５種類の塩である。５種の塩は油性、温性、鋭性を有し、アグニ（消化機
能）にたいする最良の増進剤となり、泥膏貼付［アーレーパナ］、油剤法［スネーハナ］、発汗法［ス
ヴェーダナ］、催下法（瀉下）、 催吐法（嘔吐誘発）、煎剤経腸法（浣腸）［ニルーハ］および油剤経腸
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法（浣腸）［アヌヴァーサナ］、オイルマッサージ［アビヤンガ］、食事、頭部浄化法［シロー・ヴィレーチャ
ナ］、外科的処置、坐薬、眼軟膏［アンジャナ］、香油按摩［ウトサーダナ］として、不消化

注１

〈消化力減
退〉［アジールナ］やアーナーハ（鼓腸〈便秘〉）、ヴァータ性疾患、グルマ（腹部腫瘍）、シューラ
（疝痛）、ウダラ（腹部疾患）のときに用いられる。以上、塩について述べた。［88–91］

注１　アジールナは、主として、食べたものの消化が完了していない状態や消化力減退を指す。

「不消化」（梵和）

８種の尿の名称と作用

Ërdhvaµ mËtråˆya∑†au nibodha me ||［92］
mukhyåni yåni di∑†åni sarvåˆyåtreyaßåsane |

avimËtamajåmËtraµ gomËtraµ måhi∑aµ ca yat {tathå} ||［93］
hastimËtramatho∑†rasya hayasya ca kharasya ca |

u∑ˆaµ t¥k∑ˆamatho’rËk∑aµ ka†ukaµ lavaˆånvitam ||［94］
mËtramutsådane yuktaµ yuktamålepane∑u ca |

yuktamåsthåpane mËtraµ yuktaµ cåpi virecane ||［95］
svede∑vapi ca tadyuktamånåhe∑vagade∑u ca |

udare∑vatha cårßa˙su gulmiku∑†hikilåsi∑u ||［96］
tadyuktamupanåhe∑u pari∑eke tathaiva ca |

つぎに、アートレーヤの教本の中で重要なものとして明記されている８種の尿を挙げるの
で聞きなさい。牝羊尿、牝山羊尿、牝牛尿、牝水牛尿、牝象尿、牝ラクダ尿、牝馬尿、牝
ロバ尿。一般的に尿は温性、鋭性、軽度の乾性で、辛性、塩性という属性を有する。そ
して香油按摩［ウトサーダナ］、泥膏貼付［アーレーパナ］、煎剤経腸法（浣腸）［アースターパナ］、催下法
〈瀉下〉［ヴィレーチャナ］、発汗法［スヴェーダナ］に用いられ、アーナーハ（鼓腸〈便秘〉）、中毒［ア
ガダ］、ウダラ（腹部疾患）、アルシャ（痔核）、グルマ（腹部腫瘤）、クシュタ（皮膚病）、キ
ラーサ（らい性皮疹）に有効であり、また泥膏貼付［ウパナーハ］や灌注法

注１
［パリシェーカ］として使

用される。［92–96］
注１	 灌注＝患者の身体に薬液などを注ぐこと。（医学英和大辞典）

d¥pan¥yaµ vi∑aghnaµ ca krimighnaµ copadißyate ||［97］
påˆ∂urogopas®∑†ånåmuttamaµ ßarma cocyate |

ßle∑måˆaµ ßamayet p¥taµ mårutaµ cånulomayet ||［98］
kar∑et pittamadhobhågamityasmin guˆasaµgraha˙ |

såmånyena mayoktastu p®thaktvena pravak∑yate ||［99］

さらに食欲や消化力を増進させ、毒を排斥し、駆虫薬ともなり、パーンドゥ・ローガ（貧
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血）で苦しむ者にとって最上の効果がある。尿はカパを鎮静し、ヴァータを駆風し、ピッ
タを催下〈瀉下〉剤とともに肛門から排泄させる。これが尿の性質に関する私の総論であ
る。つぎは、個別に述べることにしよう。［97–99］

avimËtraµ satiktaµ syåt snigdhaµ pittåvirodhi ca |

åjaµ ka∑åyamadhuraµ pathyaµ do∑ånnihanti ca ||［100］
gavyaµ samadhuraµ kiñciddo∑aghnaµ krimiku∑†hanut |

kaˆ∂Ëµ ca ßamayet p¥taµ samyagdo∑odare hitam ||［101］

牝羊の尿は軽度の苦味で、油性で、ピッタと拮抗しない。牝山羊の尿は渋味と甘味があ
り、身体経路にたいして有益であり、すべてのドーシャを抑制する。牝牛の尿はわずかに
甘味があり、ドーシャを鎮静し、クリミ（寄生虫病）とクシュタ（皮膚病）を破壊し、かゆみ
を取りのぞく。飲用するとトリドーシャ（３つのドーシャ）によるウダラ（腹部疾患）に有
効である。［100–101］

arßa˙ßophodaraghnaµ tu sak∑åraµ måhi∑aµ saram |

håstikaµ lavaˆaµ mËtraµ hitaµ tu krimiku∑†hinåm ||［102］
praßastaµ baddhaviˆmËtravi∑aßle∑måmayårßasåm |

satiktaµ ßvåsakåsaghnamarßoghnaµ cau∑†ramucyate ||［103］
våjinåµ tiktaka†ukaµ ku∑†havraˆavi∑åpaham |

kharamËtramapasmåronmådagrahavinåßanam ||［104］
it¥hoktåni mËtråˆi yathåsåmarthyayogata˙ |

牝水牛の尿は弱アルカリ性で、緩下性があり、痔［アルシャ］とショーパ（浮腫）とウダラ（腹
部疾患）を抑制する。牝象の尿は塩味で、クリミ（寄生虫病）とクシュタ（皮膚病）の患者に
有効である。また尿と便の停滞、毒、カパ性疾患、痔に勧められる。牝ラクダの尿は軽度
の苦味で、呼吸困難や咳、痔を抑える。牝馬の尿は苦味と辛味があり、クシュタ（皮膚病）
と創傷、毒を抑制する。牝ロバの尿はてんかん［アパスマーラ］、狂気（精神異常）［ウンマーダ］、
グラハ（憑依による発作）を抑制する。以上、尿の効能と用途を述べた。［102–104］

８種の乳の名称と作用

ata˙ k∑¥råˆi vak∑yante karma cai∑åµ guˆåßca ye ||［105］
avik∑¥ramajåk∑¥raµ gok∑¥raµ måhi∑aµ ca yat |

u∑†r¥ˆåmatha någ¥nåµ va∂avåyå˙ striyåstathå ||［106］
pråyaßo madhuraµ snigdhaµ ß¥taµ stanyaµ payomatam |

pr¥ˆanaµ b®mhaˆaµ v®∑yaµ medhyaµ balyaµ manaskaram ||［107］
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j¥van¥yaµ ßaharaµ ßvåsakåsanibarhaˆam |

hanti ßoˆitapittaµ ca sandhånaµ vihatasya ca ||［108］
sarvapråˆabh®tåµ såtmyaµ ßamanaµ ßodhanaµ tathå |

t®∑ˆåghnaµ d¥pan¥yaµ ca ßre∑†haµ k∑¥ˆak∑ate∑u ca ||［109］

つぎに８種の乳とそれらの属性と作用についても述べよう。羊、山羊、牛、水牛、ラク
ダ、象、馬の乳それに母乳である。一般に乳は甘味があり、油性、冷性、催乳作用があ
り、元気づけ、身体を頑丈にし、精子を形成し、知性や体力や心を増進させ、活力を与
え、疲労を取り、呼吸困難や咳やラクタピッタ（出血

注1

）を制し、傷を癒し、全生物にとって
健康に良く、ドーシャの鎮静剤となり、マラ（老廃物）を排除し、渇きを癒し、食欲増進剤
となる。乳は、クシーナ（衰弱）やクシャタ（損傷）〈肺結核［クシーナ・クシャタ］〉に非常に有益
である。［105–109］

注１	 身体各部からの出血を主症状とする疾患、内的出血。元のサンスクリットは、ここでは

ショーニタピッタ。ローヒタピッタ、アスリクピッタなどともいうが、ラクタピッタが一般

的である。ラクタピッタは特有の疾患概念なのでサンスクリットのままにし、一応「出血」と

いう訳を添えた。

påˆ∂uroge’mlapitte ca ßo∑e gulme tathodare |

at¥såre jvare dåhe ßvayathau ca viße∑ata˙ ||［110］
yonißukraprado∑e∑u mËtre∑vapracure∑u ca |

pur¥∑e grathite pathyaµ våtapittavikåriˆåm ||［111］
nasyålepåvagåhe∑u vamanåsthåpane∑u ca |

virecane snehane ca paya˙ sarvatra yujyate ||［112］
yathåkramaµ ks¥raguˆånekaikasya p®thak p®thak |

annapånådike’dhyåye bhËyo vak∑yåmyaße∑ata˙ ||［113］

乳は、貧血［パーンドゥローガ］、過酸症［アムラピッタ］、肺病〈消耗性疾患〉［ショーシャ］、腹部腫瘍［グ
ルマ］、腹部疾患［ウダラ］、下痢［アティーサーラ］、発熱［ジュヴァラ］、灼熱感［ダーハ］、浮腫［シュヴァ
ヴァトゥ］、とくに種々の女性器疾患に有用で、さらに精液、排尿減少、硬い便、ヴァータ
やピッタ性の疾患にも有効である。乳は経鼻頭部浄化法［ナスヤ］、泥膏貼付［アーレーパ］、入
浴剤、催吐剤（嘔吐誘発）、煎剤経腸法（浣腸）［アースターパナ］、催下法（瀉下）［ヴィレーチャナ］、
油剤法［スネーハナ］のすべてに用いられる。食物と飲料の章で、８種の乳の作用と使用法を
詳細に述べることにする。［110–113］



Ⅰ　薬剤に関する四章群

0 2 4

浄化療法に有効な樹木

乳液を使用する３種の樹木とその作用

athåpare trayo v®k∑å˙ p®thagye phalamËlibhi˙ |

snuhyarkåßmantakåste∑åmidaµ karma p®thak p®thak ||［114］
vamane’ßmantakaµ vidyåt snuh¥k∑¥raµ virecane |

k∑¥ramarkasya vijñeyaµ vamane savirecane ||［115］

乳液を使用する３種の樹木がある。それは棘のあるスヌヒー［トウダイグサ科キリンカク］、ア
ルカ［ガガイモ科カロトロピス・ギガンテア（紫花種）］、心臓形の葉のアシュマンタカ［クワ科フィクス・ルン
フィ＊］であり、パリニー（果実が有用な植物）やムーリニー（根が有用な植物）とは異なる
ものである。アシュマンタカは催吐剤として、スヌヒーの乳液は催下（瀉下）剤として、そ
してアルカの乳液は催吐剤としても催下剤としても知られている。［114–115］

樹皮を使用する３種の樹木とその作用

imåµstr¥naparån v®k∑ånåhurye∑åµ hitåstvaca˙ |

pËt¥ka˙ k®∑ˆagandhå ca tilvakaßca tathå taru˙ ||［116］
virecane prayoktavya˙ pËt¥kastilvakastathå |

k®∑ˆagandhå par¥sarpe ßothe∑varßahsu cocyate ||［117］
dadruvidradhigaˆ∂e∑u ku∑†he∑vapyalaj¥∑u ca |

∑a∂v®k∑åñchodhanånetånapi vidyådvicak∑aˆa˙ ||［118］

３種の樹皮が有用な樹木がある。プーティーカ［マメ科リスノツメ＊］、クリシュナガンダー［ワ
サビノキ科ワサビノキ］、ティルヴァカ［スイカズラ科ヴィブルヌム・ネルヴォスム＊］であり、その樹皮が有
用である。プーティーカとティルヴァカは催下剤として用いられ、クリシュナガンダー
はパリーサルパ（丹毒）や浮腫［ショータ］、痔、白

はく

癬
せん

、膿瘍、甲状腺腫、皮膚病［クシュタ］、ア
ラジーに用いられる。医者は今ここに挙げた６種の樹木のことも知っておくべきである。
［116–118］

まとめ

ityuktå phalamËlinya˙ snehåßca lavaˆåni ca |

mËtrµ k∑¥råˆi v®k∑åßca ∑a∂ye di∑†apayastvaca˙ ||［119］
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以上、果実と根を用いる薬用植物、油脂、塩、尿、乳、そして乳液と樹皮を用いる６種の
樹木を述べた。［119］

薬物の知識と正しい使用の重要性

au∑adh¥rnåmarËpåbhyåµ jånate hyajapå vane |

avipåßcaiva gopåßca ye cånye vanavåsina˙ ||［120］
na nåmajñånamåtreˆa rËpajñånena vå puna˙ |

o∑adh¥nåµ paråµ pråptiµ kaßcidveditumarhati ||［121］
yogavittvapya {vinnåma} rËpajñaståsåµ tattvaviducyate |

kiµ punaryo vijån¥yådo∑adh¥˙ sarvathå bhi∑ak ||［122］
yogaµ åsåµ tu yo vidyåddeßakålopapåditam |

puru∑aµ puru∑aµ v¥k∑ya sa jñeyo bhi∑aguttama˙ ||［123］

山羊飼いや羊飼い、牛飼い、その他森に住む者は植物の名前や形状を知っている。しか
し、植物の名前や形状を知っているだけでは、植物に関して完全に理解していることには
ならない。たとえ植物の形状を知らなくても、その応用法を知っている者が真の識者であ
り、ましてやあらゆる局面から植物を知る者が真の識者であることはいうまでもない。こ
れらの植物類を場所と時に照らし、しかも個々人の体質を留意して処方する者が、最高の
医者である。［120–123］

薬物の知識がないことによる害悪

yathå vi∑aµ yathå ßastraµ yathå’gniraßaniryathå |

tathau∑adhamavijñåtaµ vijñåtamam®taµ yathå ||［124］
au∑adhaµ hyanabhijñåtaµ nåmarËpaguˆaistribhi˙ |

vijñåtaµ cåpi duryuktamanarthåyopapadyate ||［125］

薬は知識がなければ毒や凶器、火、稲妻のごときものになるが、知識があれば甘露のごと
きものになる。名前や形状、属性や作用が分からない薬や、よく分かっていても不適切に
投与された薬は厄介な問題をもたらす。［124–125］

にせ医者を排斥せよ

yogådapi vi∑aµ t¥k∑ˆamuttamaµ bhe∑ajaµ bhavet |

bhe∑ajaµ cåpi duryuktaµ t¥k∑ˆaµ saµpadyate vi∑am ||［126］
tasmånna bhi∑ajå yuktaµ yuktibåhyena bhe∑ajam |
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dh¥matå kiµ{ñ}cidådeyaµ j¥vitårogyakå∫k∑iˆå ||［127］
kuryånnipatito mËrdhni saße∑aµ vasavåßani˙ |

saße∑amåturaµ kuryånna tvajñamatamau∑adham ||［128］
duhkhitåya ßayånåya ßraddadhånåya rogiˆe |

yo bhe∑ajamavijñåya pråjñamån¥ prayacchati ||［129］
tyaktadharmasya påpasya m®tyubhËtasya durmate˙ |

naro narakapåt¥ syåt tasya saµbhå∑aˆådapi ||［130］
varamåß¥vi∑avi∑aµ kvathitaµ tåmrameva vå |

p¥tamatyagnisantaptå bhak∑itåvå’pyayogu∂å˙ ||［131］
natu ßrutavatåµ veßaµ bibhratå ßaraˆågatåt |

g®h¥tamannaµ pånaµ vå vittaµ vå rogap¥∂itåt ||［132］

激しい毒も適切な投与法によって最良の薬となる。一方、最良の薬でさえも投与法を誤る
と激しい毒に変わってしまう。したがって、長寿や健康を切に願う賢明な者は、理に適っ
た投与法を知らない医者（にせ医者）から処方されたいかなる薬もけっして服用すべきでは
ない。インドラ神の稲妻がたとえ頭に落ちたとしても助かるかもしれない。しかし、無知
な医者から処方された薬はけっして患者の命を救いはしない。自分を賢人だと思いこみ、
病に苦しみ寝たきりで医者を信頼し切っている患者に知らない薬を投与する医者。このよ
うに医者としての使命感がない、罪深い死の権化である邪悪な医者と話すだけでも、人は
地獄に落ちる。学者の衣をまとっただけの者は、病に冒され医者を頼りにしている者に食
事の接待や金銭を強要するよりも、蛇毒や溶けた銅や赤く熱された鉄の塊を飲み込むのが
ふさわしい。［126–132］

医者を志願する者がすべきこと

bhi∑agbubhË∑urmatimån ata˙ svaguˆasampadi |

paraµ prayatnamåti∑†het pråˆada˙ syådyathå n®ˆåm ||［133］
医者になろうと望む賢明な者は、よい性質を身につけるために全力で努力しなければいけ
ない。さもないと人類にたいして生命を与える者にはなれない。［133］

最良の薬物と最高の医者

tadeva yuktaµ bhai∑ajyaµ yadårogyåya kalpate |

sa caiva bhi∑ajåµ ßre∑†ho rogebhyo ya˙ pramocayet ||［134］
samyakprayogaµ sarve∑åµ siddhiråkhyåti karmaˆåm |

siddhiråkhyåti sarvaißca guˆairyuktaµ bhi∑aktamam ||［135］
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健康をもたらし得る薬物こそが、まさに最良の薬物である。そして患者を病気から救うこ
とのできる医者こそが、まさに最高の医者である。治療の成功は、すべての処置が適切に
施されたことの証しである。同時に治療の成功は、医者が名医としてのすべての資質を備
えているということを指し示すものでもある。［134–135］

第１章のまとめ

tatra ßlokå˙ —

åyurvedågamo heturågamasya pravartam |

sËtraˆasyåbhyanjñånamåyurvedasya nirˆaya˙ || ［136］
sampËrˆaµ kåraˆaµ kåryamåyurvedaprayojanam |

hetavaßcaiva do∑åßca bhe∑ajaµ saµgraheˆa ca ||［137］
raså˙ sapratyayadravyåstrividho dravyasaµgraha˙ |

mËlinyaßca phalinyaßca snehåsca lavaˆåni ca ||［138］
mËtraµ k∑¥råˆi v®k∑åßca ∑a∂ye k∑¥ratvagåßrayå˙ |

karmåˆi cai∑åµ sarve∑åµ yogåyogaguˆåguˆa˙ ||［139］
vaidyåpavådo yatrasthå˙ sarve ca bhi∑ajåµ guˆå˙ |

sarvametat samåkhyåtaµ pËrvådhyåye mahar∑iˆå ||［140］

最後は、要約の詩節［シュローカ］である。
注1

アーユルヴェーダの成立、その理由と伝授の経緯、教本編纂の承認、アーユルヴェーダの
定義、原因と作用の定義、アーユルヴェーダの目的、病因、ドーシャ、薬物のまとめ。味
と味を生じさせる元素と識別させる元素、物質の３分類、根や果実を用いる植物類、油
脂、塩、尿、乳、乳液と樹皮を用いる６種の樹木、それらの作用、適切な処方の長所と不
適切な処方の短所、にせ医者とすべての資質が備わった名医。第１章では、これらすべて
が偉大な聖仙によって述べられた。［136–140］

注１	  詩節（偈）［シュローカ］という韻文で各章の内容をまとめている。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

ityagniveßak®te tantre carakapratisamsk®te sËtrasthåne d¥rghañj¥vit¥yo nåma prathamo’dhyåya˙ ||

（１）

以上で、アグニヴェーシャが著し、チャラカが改訂した本集・総論篇の第１章「長寿を…」
を終わる。（１）


